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図II-4 - 1 測定箇所および工作物設置箇所位置図
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図11-5 -1 天狗平地域裸地分布図
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図I1-5-1: 天狗平地域裸地分布図
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六号守い#うれ九

(ヱ)プLf.積 ι11.、枚持 ñ.;r~南のアíT γy互扶ヴ"Z"jîしrl..\l. l\\~ 自fTrず

あづれγ 平的地也の\~(1" r~最る効わ孔九

(3)麻系工、i，'Lう篭ェ :i花篭ztjd水殺さ効呆-t:h ~お示右れ

対来:的γあゥ先功、: 淋;家エ，右L:ぅ吃:r-I之手す¥¥-z. Iτ . ;Jhる程yb15i

ですγLず A来.fJ'''1J~れない;

(4) i.: L ) ~エ lリ，)雄主導入fメ院ふされMの jま河岸帰 ι少な〈

db面序良~f."i 31¥ご脅す-J)る

(よ) ヌ拘，if)rボ篤・ 1 2. 点ョえエイ下物ゃい、今くあ 31 司、ち‘フ的 1f\~~ η大

守ぃエ作物をす笠エすれ 11". t ぺ j雀積列糸 O\"J?~ 乙だわれる。

。)恭一年皮 I1.J乏前誠司生の致決Jf-iL7.、:すl;の L 5，えをお/何?

11.判断し、キヨt$ミ念包!二向I77d74を外係論ι出市仰の調査乞

美泥打。

メヤ ~T札言問護主(雄主4導入)

これす γJ7tst色調室の待来主務まえ‘ヂJ千/安/事実技施エ

'L L 7.枇生の三導入 'tdカ、う死Jliρ吉岡笠空手と流した。和エ工穆

!誌、主格わら:るそ丈、工 k租主張:L-z" ~震予，殺 H巴琶を仕タイ 7 9/1タ

11 て、在主の 4手入 ;1ズ 3えをみる~ ~ rz. l τ¥¥ ~o 

(f)蓮矯1/'っちこる伏、1:...採卵技ぞれ夫才i宝寺を斜地雨にむ脅し

その L をわち:t 7'・4丈せる工程ずある。

(2)オ主主家エ: 強手.イt..j(肥料、有機、肥料‘工族主入れ1i.;fi!t

1-1五乏ヂ孟主級争材、η緑地面1(Z核 11るエ虎 7・あ;3.

花笠ゑ足宝使用 L 1i 沼市~ lτlτ.の天狗ヂの局主jfi支J与7色1'[:;色

炭/帝ぞ必タJ象地方い今〈、工土義のタ々 ‘、ナ7/1吃何 %jニ施ェ ηjj;.)裂

があヨ. ②Jj7交の手間1"1fちれわ、 3の7"オをふ日E村々ピ"のfえ弘 1)'-

均く、積手の宛矛 ~1去の支吟 rz. なち/な\)" (])i孝d，~t科ト定の

5是非 'Z ~~Iて入れる: 'l 7'j ，-. ;tl 系.す色工 f す~ ..-Iτ/j d 0 ヰ?・あえ
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5 回 第 6 回

単位 :cm

第 7 回 第 8 回 第 9 回 第 1 0 回

S54. 9. 19 S 55. 6. 22 S 55. 8. 30 S55. 10. 6 

27.8 c田 i
B杭

26.0 c皿| 25.5 c皿| 26.0 cm I O 堆積土砂、が満砂とl.d? 石積の聞や下

竺 ]+A 五: (5.0);m I .J I L.:r寸ー(4.5);皿| (4.5)でJ 方tて堆砂している。

i 杭

一一一一1

24.0 23.8 左図 K 同じ 23.2 JLi， ~ f.<nーι土廿 O 植生の侵入はない。

(-3.0 ) 杭
l唱 -12CトーJ (-1.8 ) 1-一一12<トー剖

(-2.0 ) cm (-1.2 ) cm 

15.4 15.0 植生の侵入あ b 14.8 14.8 O 堆積が安定し，植生の侵入が著しい。

(2.2 ) (2.6) I ( 2.8 ) (2.8) I 

B杭
一一一--1

)0.片IcB杭
左21.0 左21.0 左20.6 左図 K 同じ 左20.4 O 丸太積工下の侵食は石を入れたこと K

ao 気)() 213 

( 0.6) ↓縫会A杭

(0.0 ) 石を詰 (0.0 ) (0.4) I (植生の侵入が広くなった) よb止められた。

〆 める | 
右21.3 右21.3

A杭 右21.0 右20.9

A杭
~ 

(0.1 ) ( 0.5 ) (0.1) i ( 0.4) I 

，3. 8. 7 S53. 10. 5 

左図 K 同じ

D侵入が見られる。
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(5.5)出
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(1~~J 1 

左21.0
140 

( 0.0) 

右21.3 1 

日B杭

fL4込
ササの侵入が見られる。

B杭

A杭

O 丸太積工によって堰止められた水が他

左図 K 同 じ
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左 図 K 同 じ
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16.0 

(-30)| ムデ

(225)l 

左14.5

(195)| 

右14.6

竺こJ
8.5 τサの侵入あり

(ー0.52J A 
3.0 !. r法サ

| 忌手=￥⑤

( 1 1.0)! JLμ∞;-jY 
一二円討す 議 6 ③堆積が安定L.-c:t' .!?水路を残して植

( 10.0) I (':.¥，④ J 生K覆われている。

一一斗ー/戸、¥¥網③
5.U- '¥.¥¥d/' ④全面に堆積しているが丸紅の根元が

(68)i-Jγゐ
ー寸 ~.1 ¥ 0.0 馬主① ⑤堆問定し，むしろも土砂K埋って

(14.8〉|

へ回って，新た左侵食を起としている。

。丸太積工の根元が一部侵食されている。

①堆砂効果はない。しかし，水勢を弱め

てな.!?，石積工の下流は安定している。

② 左側 2/3VCは堆砂があるが，右側は

逆VC7~8c皿掘られている。

5c皿侵食されている。

いる。両側よ bササが侵入して来ている。

O 堆積が徐々 K増加している。

5.4 Iーよし/¥
1241~ y'!.:~~ぜ---，ll.\ム O 丸太積工の両端が侵食されている。

( 8.6 ) I U 1--喝ト--.jU

O 植生の侵入はない。
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われ，堆積が始っている。

O 小石を底抜けの部分Kつめた効果が現

※ 上段 :地上高 (c皿〕

(下段):堆積深 (c田)
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表 ll-1-2 52年度施工地継続調査結果表(1)

ドそ守そ~、』 墨田守口品 Im1回

岡省ぐ主ご号蔓忠之陸軍豆〉
卜豊玉Jぐ「準語立てF日同52.9.10
I~'田つ ¥ ロ眠 、、、 l

堆積測定杭

| ωI  (0出
I ~.. 

粗石積工 /1 .__  I 21.1 

No. 2 

丸太積工

No. 3 

丸太積工

侶)||(09)i

堆積損IJ定杭

仁-~---I-三-l~巴J
/1 

(~ 

左21.0
|左 21.0

右21.4

右 21.4
(0.0 ) 

堆積測定杭 I40.2 

ωI 40.5 ( 0.3 ) 

ト一一一一一-j一一一一J一二一一」

λソ

(~ 

①|工作物
有効高

33.3 

8.0 

〉319l

右31.7

(1.6) 1 

十

トーート---1一一一一一ト一一一一i

② " 14.0 

No. 4 ト一寸一一一1一一一十 10.0一-l
粗石積工| ③ lH  | 100 | )| 

吋工卜訂-，~1--:0-了引

トーート一一|一一一一 -1一一一一寸

⑤ |H11481(25)|  

一一一寸

No.5 
工作物有効高 14.0 

丸太積工

T 
No. 6 

工作物有効高 13.0 

丸太積工

第 2 回

S 5 2. 9. 14 

F 泊ぞ杭ノA杭

l1'Scm f千羽//l:>cm 1.'二cmv I lL 

lA以ぶAJ』

t---160cm-一ーl

B杭

JlJ] ¥Jl 

Aら時LA杭

H←_:>v一一到

j:高:杭
1--130一司

30.4 c皿|

(O.1X:m I 
ト一一一一|

21.5 

(0.5 ) 

17.6 

(0.0 ) 

←一一-1
左21.0

(0.0 ) 

右21.6

(ー0.2) I 
+ 

40.3 

(0.2) 1 

ト一一一斗
左31.9

(2.1) 1 

右31.4

( 1.9 ) 

6.2 

l!e L~~8~J 
íf:':::~ = r一一一寸
か斗⑤ I 14.0 

戸つ トFンf.:J:7.，1 ( 0.0 ) 

¥)ペtlJ7
1¥ 均lf::リ|
福島④ ↓ω悶 ( 0.0) 1 

\~47ò.l\ 背戸世4ト一一一→
司¥¥¥/τア I11.5 

『¥、 37 / 

￥者②卜(-2心 1

31出① 7.5

「即剖

( 7.3 ) 

11 ---ーー』ー、ー
、ー←/ー¥、、比/-
、
同一一180一一一剖

q ￥込ii

7 

14.0 

(川 l
i 

12.9 

(01)| 

第 3 回

S52. 10. 6 

T (En B杭

115cm -J>'， L.. 30cm 

~\A杭

変化なし

4A 
#正当⑤

変化なし

左 図 に 同 じ

第 4 回

S53. 7. 9 

皿 ____B杭 I24.0叫

剖 1十A 岡
l A杭 I(0.0) 

第 5 回

S53. 8.7 

左図 K 同じ

I 16.9 ササの侵入が見られる。

~、 B杭 1 ，、 i

トL士二~ ，1 d¥¥ ~二一一」
包 0.8 1{0 メ)左20.8

l~杭 I (0.2 ) 

都1.4 v U 右21.0

f-l!日比二-l
6.8) I ¥丹B杭い17.2) 1 

右17.0 1叫ヰA杭同7.0

B杭

A杭

左図 K 同じ

第 6 回

S53. 10. 5 

T 

日B杭

(5.5)c皿!

←一一-1 7!C~込
(-1.4 ) 

A杭

ササの侵入が見られる。

( 1.6) I ー

ト一一_J
左21.0

140 

( 0.0) 

右21.3 1 
(0.1) I 

十
21.7 

( 18.8) I 
ト一一一」
左16.9

( 17.1) 

右16.8

B杭

A杭

110， 

JJEZ 

1 ④の穴は自然に ~2 ~2 
)川干r門?吋¥

町ン;ド:ぺ;，¥ ト一一一一 111~弐 トト一一J一一一|品lIo(j目三:ヨi 己主主 I 6.0 :llli¥⑤付九ウジ| 60 11属当⑤
|炉ザ⑤ | 1 ￥~= :;~;~侵入 l lu ui 

ヰ-lL1( m ド引 I ありょドト i¥! 前
lvu l z¥八 1!?i lM川}じ④ j::'，，~

日二二」 ¥¥¥J庁十
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| "で知¥叶 (148J 27 1??州、① し148)i 

14.0 1 

(00〉1

7 

16.0 

(ー30〕l

変化左し

10 

会 ん5

! 変化なし I 14.0 工一一着部

| ( 0.0) I のすき聞が埋った。

1:o l 左図 K同じ l-O l 左図に同じ

27.8 c皿I
←(川一一一一

25.0 

(ー30)i

15.4 

L~ごととl
左21.0

( 0.0 ) 

右21.3
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③ 両側の侵食部K石を詰めた効果があ9.
満砂と左った。水は工作物の上を流れて
いる。

滋水あり C 全面K植生(スグ・ィワイチョウ・チ

ングノレマ・チシマザサ等〕があ 9.堆積
は安定している。水の流入部にも植生が

ある。

右側からは水

工作物の右領IJが新たに侵食され，水が

O 植生が広が9.ほほ四分の三程度占め
ている。また上部には新し〈植生が侵入

し始めている。

そζ よb水

①工作物右側が侵食され，水が流出して
いる。むしろの上K堆砂は若干あるが，

植生が広がる様子はない。

右側は侵食されて

工作物右側の侵食部が広がっている。

右側下部が若干侵食され始めている。

単位 c田

が流出している。堆積面が広がった。

むしろよの堆砂が減少している。

堆積も徐々 K増加している。

①~③とも植生の侵入はない。

堆砂は全面にわたっている。

板柵工の両側が侵食され，

工作物両側が侵食され，

※ 上段 :地上高 (c皿)

(下段) :堆積深(c皿〉

堆砂は左側半分で，

ほほ満砂である。

植生の侵入はなし。

流出している。
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既 往 工 作 物 覧 表

連番 施工年
工作物

工 種 記 事
堆積 植生の

番号 効果 侵入
連番 施工年

工作物
工 種 記 事

堆積 植生の
番号 効果 侵入

1昭和52年 Na. 1 粗石積工 堆積が滅こかした後，再び増加レ満砂状態にまで堆積した。 O ⑧ 丸太積工 連番1652年Na.ー④K同ーの工作物 O 
2 Na. 2 丸太積工 満砂では;z¥.nが堆積が安定し植生が著しく侵入している。 O O ⑧ 丸太積工 連番1752年Na.ー③K同ーの工作物 O 
3 Na. 3 丸太積工 増加していた堆積が，減少し始めている。側面K侵食あ b。 O 連番1852年Na.ー②に同ーの工作物 O 
4 Na. 4-① 粗石積工 流入水の勢いが強<.侵食されている。 ⑧ 丸太積工・むしろ張工 連番1952年Na.ー①K同ーの工作物 O 
5 11 ② 丸太積工 堆積は左側端だけにあ!?右側には底抜けがある。 51 ⑧ むしろ篭工 満砂となっているが両側端が侵食されている。上流より E一⑫，⑧と設置。 O 

6 11 ③ 丸太積工 早期に満砂と左!?.堆積面は植生に覆れている。 O O 52 @ むしろ篭工 順調に堆積し，満砂と在っている。 O 

7 11 ④ 丸太積工 底抜けが生じたが自然に石が詰ま!?.その後堆積は増加し始めた。 O 53 @ むしろ張工 むしろ上K一部.堆砂している。

8 11 @ 丸太積工
早期に満砂とな!?.堆積面にむしろ張工を施した。むしろは土砂に埋

O O 
!? .植生も侵入して来ている。

2枚のむしろを間隔をないて張ってあるが，一方は土砂K埋もれてい
54 @i  むしろ張工

る。植生の侵入は左い。

9 Na. 5 丸太積工
流水路の側面K地山を支えるべく設置。地山K支えられた部分には滑

O 
落が左〈効果が認められる。

55 E ① むしろ篭工
満砂、が維持されておe!? .側端より流出している。下流よ!?IIー(D.@.

O 
①と階段状K設置。

10 Na. 6 丸太積工 底抜けを生じ，石を詰め補修した後，堆積し始めている。

11 Na. 7ー① 丸太積工
|ー且満砂とな!?.むしろ張を施したが，その後側面に侵食を起こし堆

O 
積が滅少。 Na.7は下流よ b①②…・・・⑤となる。

12 11 ② 丸太積工 満砂、と左!?.むしろ張を施した。その後の大きな変化は左い。 O 

56 ② むしろ篭工 満砂となっている。 O 
57 ①|  むしろ篭工 満砂と左つてな!?.両端より流出している。 O 

流入する土砂量が少左<.堆積量は少左いが除々K増加している。下流
58 ④!  丸太積工

よ!?mー④，⑤，⑥と設置。
O 

13 11 ③ 丸太積工
堆積は見られるが.左右両側面が侵食されてお，!?.こ ζ よb流出して

O 
いる。

59 ⑤ 丸 太 積 工 満砂と左つてなり，工作物側端よ b流出している。 O 

60 ⑥ 丸太積工 流入土砂量が少左いと思われるが，堆積は増加している。 O 

14 11 ④ 丸太積工
一旦満砂となったが，側面が侵食されてなり堆積は増減をく b返して

O 
いる。

61 ⑦ むしろ篭工 満砂している。 O 
62 ⑤ むしろ篭工 同 上 O 

15 11 ⑤ 丸太積工
底抜けを生じ，石を詰めた後，堆積が始まったが，さらに両側端が侵

O 
食されている。

63 ⑨ むしろ篭工 堆積深は増加を続けているが，堆積面は縮少している。 O 
64 ⑪ むしろ篭主 満砂と念っているが，大き左流水を受けている。 O 

16 N且8 板 柵 工
池塘の堤修復K用いた。堆積が安定し，土佐積面の%程度に植生が拡が

O O 
っている。

65 @ むしろ篭工 j構砂と;zっている。 O 
66 ⑫ むしろ篭工 満砂となってな!?.一部は左側上部よ D流出している。 O 

17 Na. 9ー① 板 柵 工
堆積は片側半分で一方の側端には侵食がある。堆積は増減をく D返し

O 
不安定である。 Na.9は下流よ D①②①である。

67 I |⑬|  板 柵 工 |堆積量が少左(，増減がある。湛水あ b。
68 ⑬ 麻 袋 工 一且満砂と左った後，増減をく b返している。 O 

18 ② 丸太積工 堆積は左側半分で片側は底抜けを生じている。 O 69 ⑮ むしろ張工 むしろ上に堆砂は左<.植生の侵入も見られない。

19 ① 丸太積工 j構砂とアそっているが，側面が侵食され，ととよ b流出している。 O 70 ⑬ むしろ張工 同 上

20 Na. 10 丸太積工
池塘の堤破壊の修復K用いた。湛水及び土砂の堆積は充分で.全面に

O O 
植生が拡っている。

71 ⑪ むしろ張工 同 上
72 ⑬ むしろ張工 同 上

21 Na. 11 蛇篭工・むしろ篭工 満砂で堆積も安定している。植生の侵入あ b。 O O 
22 Na. 12 むしろ張工 大部分が流水路と走ってお‘!?.むしろがめくれ，一部は流出している。

73 ⑬ むしろ張工
むしろ上全面K堆砂しているが，流水路にあたってi，.!? .むしろ下が t

侵食されている。

53年 I ①・① 蛇篭工・むしろ篭工 連番21.52年度Na.11と同ーの工作物。 O O 74 ⑧ むしろ張工 むしろ上に堆砂は左(，植生の侵入も見られ左い。

23 ② むしろ篭工 堆積が年々増加し，植生も広〈侵入している。 O O 75 @ むしろ張工 同 上

24 ③ むしろ張工 土砂に埋っている。播種の効果は見られないが，若干の植生侵入がある。 O 76 ⑫ むしろ張工 同 上

25 ④ むしろ張工 土砂K埋っている。播穫の効果，植生の侵入は見られ左い。 77 ③ むしろ張工 堆砂がむしろの半分近〈を覆っている。

26 ⑤ むしろ張工 同 上 78 ⑧ むしろ張工 むしろよK堆砂はなく，植生の侵入も見られ左い。

27 ⑥ 麻 袋 工
流入する水の勢いが強<.携件されてなb堆積は左い。麻袋が破れて

いる。

79 ⑧ むしろ張工 むしろ上に一部堆砂があ!?.植生の侵入が若干見られる。 O 
80 ⑧ むしろ張工 一部のむしろ上に堆砂はあるが.植生の侵入は見られ念い。

2ち E ① 丸太積工 満砂となっている。上流よ !?II一①，②……⑫と階段状に設置している。 O 81 @ むしろ張工 同 上

29 @ 丸太積工 満砂、と在っているが，側端が侵食され， ζζ よb流出している。 O 
30 ③ 丸太積工 堆積は増加して来ているが，側端に侵食が起っている。 O 

82 ⑧|  むしろ張工 同 上

83 ⑧ むしろ張工 むしろ上に堆砂はな(.植生の侵入も見られない。

31 ④ 麻 袋 工 満砂、と左っているが，麻袋が破れている。 O 84 @ むしろ張工 堆砂は少左いが，一部に植生が侵入してなり拡大する様子がある。 O 

32 ⑤ 麻 袋 工 同 上 O 85 ⑧ むしろ張工 堆砂は左<.むしろの一部がめ〈れている。

33 ⑤ 麻 袋 工 同 上 O 86 @ むしろ張工 一部に堆砂がある。

34 ⑦ むしろ篭工 満砂、と左っている。 O 87 54年 A 1 思播・むしろ張工 発芽は見られるが，その後の成長が非常に悪い。

35 ⑤ むしろ篭工 同 上 O 88 2 直矯・むしろ張工 同 上

36 @ 板 柵 工 -.EL満砂となったが，側端K侵食が起こ!?堆積は減少している。 O 89 3 直播・むしろ張工 同 上

37 ⑬ 板 柵 工 満砂と左っているが.1則端K侵食がある。 O 90 4 直播・むしろ張工 同 上

38 @ 板 柵 工 満砂と左ったが，側端K侵食が起と!?.堆積は大幅に滅少した。 O 91 5 直播・むしろ張工 同 上

39 ⑫ 板 柵 工 満砂と在っているが，側端に侵食がある。 O 92 6 直播・むしろ張工 同 上

40 ⑬ むしろ篭工 満砂まで堆積している。附近の傾斜は緩い。 O 93 7 直播・むしろ張工 同 上

41 ⑬ むしろ篭工 土砂供給は少左いが，順調K増加している。 O 94 8 直播・むしろ張工 同 上

42 ⑬ むしろ篭工 順調に堆積していたが，側面に侵食があ!?.堆積が減少した。 O 95 9 直播・むしろ張工 同 上

43 ⑬ むしろ篭工 同 上 O 96 10 直播・むしろ張工 同 上

44 ⑪ むしろ篭工 堆積が満砂と左っている。 O 97 B 1 植生袋工 全面にわたって，順調に発芽・成長している。

45 ⑬ むしろ篭工 i筒ftt、と左つてな b側方よ b流出している。 O 98 2 植生袋工 同 上

46 ⑬ 粗石積工 粗石積工の間際が大きく，堆積は左い。 99 3 植生袋工 流水路にあた!?種子が流されている。

47 @ 粗石積工 同 上 100 4 植 生 袋 工 種子が流され.発芽は一部であるが順調に成長している。

48 @ 板 柵 工 順調κ堆積して来たが多量に流出している。 101 5 植生袋工 同 上

49 ⑫ 板 柵 工 堆積は右側%程Kあり，中央部附近Kは底抜けが生じている。 102 6 植生袋工 同 上

50 @ むしろ張工
流水路上に設けたもので，堆積は少左いが，侵食防止の効果は有じてい

る。

103 7 植 生 袋 工 同 上

104 8 植 生 袋 工 同 上

@ 丸太積工 連 番 目 52年Na.ー⑤K向ーの工作物応 O 105 9 植 生 袋 工 全面にわたって順調に発芽・成長している。
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